
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （小学校用）】

都道府県名 岐 阜 県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 加茂郡坂祝町立坂祝小学校 ﾌﾛﾝﾃｨｱﾃｨｰﾁｬｰ 酒井 昭明

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 ２ ２ ２ ２ ３ ２ １ １４
２１

児童数 ７５ ７６ ６６ ８０ ８２ ８０ ３ ４６２

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

どの子にもわかる喜び、できる楽しさが実感できる授業をめざして
－基礎的・基本的な内容を確かに身につける算数科指導－

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

・特殊学級を除く全学年・算数
本校では、昨年度まで基本教科である国語科の指導研究に取り組んできた。そ

の成果を土台としてもう一つの基本教科である算数科において基礎基本の定着と
いう視点で指導体制の見直し、指導方法の工夫改善を行いたいと考えた。
すでに本校は少人数指導、ＴＴ指導で個に応じた指導を算数科で行ってきた。

これらの学習は、子どもたち、保護者からも肯定的に受け入れられている。

以上の理由から個人差が顕在化する算数に焦点をあてて研究を進めることとし
た。

( ) 年次ごとの計画2

○ テーマ
どの子にもわかる喜び、できる楽しさが実感できる授業をめざして

○ 研究の見通し（仮説）
・単元と単位時間でつけたい力を明らかにし、規準にもとづいた適切な
評価を指導に生かせば基礎的・基本的な内容を確かに定着できる。
・子どもにかかわる複数の教師の役割を明確にし個に応じた指導をきめ
細かにしていけば基礎的・基本的な内容を確かに身につけることがで
きる。

平 ・ねらいをふまえた適切な算数的活動を位置づけ課題解決していく場を
成 意図的計画的につくっていけば、数理的に処理する力が豊かになり、

わかる喜び、できる楽しさが実感できる。15
年
度 ○ 研究の内容・方法

１ 評価規準を明確にした指導計画の作成
① 前年度の学習到達度の確認と特につけるべき内容の確認
② 身につけるべき基本的な力と評価規準の明確化
２ 学習内容を無理なく確実に身につけさせる複数教師による指導の工
夫

① ＴＴ指導・少人数指導体制の工夫・改善
② 学ぶ楽しさを味わわせる学習過程の工夫
３ 自己の学習を振り返り更に伸びようとする意欲を高める評価の工夫
・改善

① 学習ごとの自己評価、単元ごとの自己・相互評価の工夫
② 評価を生かした指導の改善



○ テーマ ※前年度を継承
どの子にもわかる喜び、できる楽しさが実感できる授業をめざして

－学習内容を確かに身につける算数科指導－

○ 研究の見通し（仮説）
・作成した指導計画を元に単元、単位時間のつけたい力を明確にし指導
法や指導過程の工夫を積み重ね、評価改善を続けていけば児童に基礎
的・基本的な内容を定着させることができる。

・学級単位の複数教師による指導を改善し、児童による問題解決学習の
支援を続けていけば数理的に表現する力が豊かになる。

平
成 ・ねらいと評価の一体化をめざして評価の方法を工夫し、さらに指導と

指導を児童の評価で結ぶことで指導計画の改善を図ることができる。16
年
度 ○ 研究の内容・方法

１ 評価規準を明確にした指導計画の改善
① 本時のねらいに迫るための学習過程・評価規準の見直し
② 評価規準達成のための具体的な支援例の再構築

２ 学習内容を無理なく確実に身につけさせる複数教師による指導の工
夫･改善

① ＴＴ指導・少人数指導体制の工夫・改善
② 学ぶ楽しさ、わかる喜びを味わわせる学習過程の工夫

３ 自己の学習を振り返り、更に伸びようとする意欲を高める評価の工
夫･改善

① 学習ごと、単元ごと、学期末の自己評価・相互評価の工夫
② 児童の評価、教師の評価を生かした指導の改善

( ) 研究推進体制3

○ 研究組織 ［学年部会］

低学年部会
学校長 研究推進委員会 全校研究会 中学年部会

高学年部会
企画委員会

［人数別指導部会］

２人指導部会
３人指導部会

※ 学年部会の研究が主であるが、２人指導と３人指導の学年があるので必要に
応じて人数別指導部会を招集することとしている。

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

研究内容１

・指導の実態把握
前年度の指導を振り返り、学力テスト・児童アンケートの実施により研究の

出発点としての児童の実態が明らかになってきた。
・年間指導計画の作成

他校の実践も参考にしながら、教科書教材、学習過程をもとに１単位時間１
評価規準の決定と単元の評価規準のバランスを考えた研究の出発点となる指導
計画を作り上げることができた。



研究内容２

・算数の基本的指導過程の確認
評価規準を持ち 「問題→課題→交流→まとめ」の指導過程を押さえながら、

適用題、自己評価に取り組む学習の流れを共通理解して授業実践に取り組むこ
とができた。

・複数教師による指導の役割の明確化
学級単位の複数教師指導体制においてそれぞれの教師の役割を明確にして指

導することで、より一人一人に応じたきめ細かな指導が可能であることがわか
った。
また授業実践後の教師間の連絡により同学年の学級の授業にに生かすことが

できた。
・柔軟に指導体制を組む実践を通して

確かな学力をつけるための手段として単元にとらわれずＴＴ指導・少人数指
導をねらいや学習内容、活動に応じて柔軟に採り入れ、更に学習環境や教材、
算数的活動の工夫を考えた指導を通して児童がより意欲的に学習に専念できる
ことが分かった。

。７月と１２月実施の保護者アンケートの比較をした一部が次のグラフである

＊ やる気は向上しているか

→

＊ 力がついてきたか

→

実践の結果次のような場合、習熟度を配慮した少人数指導が有効だと考えて
いる。

＊ 学力差が大きい学級集団で内容理解が難しいと考えられる単元を扱う場合
＊ 算数的活動を多く採り入れるなどで学習スペースを確保したい場合
＊ 学習のまとめや単元のふりかえりをおこなう場合

研究内容３

・意欲を喚起する毎時間ごとの自己評価の実践
学年ごとに児童の実態にあったと考えられる自己評価を実践させ、教師が認

めを行うことにより子ども達の授業に向かう姿勢がよくなってきた。
・子どもの実態を探り次の指導に生かすヒントとなる単元ごとの自己評価

同じ学年でも、集団が違えば学習スタイルや指導の方法も変わってくること
が少人数指導を導入し、子どもの意識を探ることで明確になってきた。この意
識の違いに配慮しながら次単元の指導の工夫を考えることができた。

２．今後の課題

研究内容１

・指導計画の改善
今後研究、授業実践を積み重ねる中で指導計画を常に改善するという方向で

評価規準、授業実践後の評価の記録を累積し見直しを図っていきたい。



研究内容２

・指導体制の見直し
本校の少人数担当の教師は異学年にまたがっているため、学級単位の複数教

師指導体制は教師の受け持ち時間を増やすこととなり実践研究等の負担が大き
い。また低学年も実践を通して少人数指導導入の重要性が分かってきた。
限られた職員数で効果的な指導をあげる指導体制について次年度の状況を考

慮しながら計画を立てていきたい。
・複数教師による指導の工夫・改善

役割を明確にしたＴＴ指導・少人数指導を更に進め、児童がわかった・でき
たといえる効果的な指導法を実践していく。

研究内容３

・発達段階をふまえた自己評価の実践
６年間を見通した自己評価の内容の吟味とともに、相互評価なども考えなが

ら、関心意欲以外にも効果を上げることができる評価のあり方を探っていくこ
と。

・複数教師でてきる形成的評価の工夫
スモールステップの評価を積み上げながら、効率的にしかも確実に子どもの

姿を把握することができる教師側の評価のあり方を探っていくことが重要であ
る。
単元の評価が指導計画の改善の視点となる。現在は保護者向けに行っている

学期末の評価の生かし方についても考えていきたい。

その他

・小中の連携について
町内１小１中という条件の中、協力して算数・数学の教科において「９カ年

を見通したつけたい力」の把握と指導のあり方について実態を把握し、指導方
法を交流して、互いの共通理解のもと実践していくこと。

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

＊ 学力調査テストの実施 ５月・２月（予定）
＊ 単位時間毎の自己評価の累積
＊ 少人数指導実施単元後の児童アンケート実施とその分析
＊ 学期末の保護者アンケートの実施とその分析

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

＊ 研究会、説明会等の実績及び開催予定
・平成１５年１１月２６日御嵩町立御嵩小学校において実践発表

可児・加茂管内小中学校対象
文部科学省・岐阜県教育委員会指定学力ﾌﾛﾝﾃｨｱ事業

・平成１６年２月２５日 本校において公表会並びに実践発表（予定）
可児・加茂管内小中学校対象
文部科学省・岐阜県教育委員会指定学力ﾌﾛﾝﾃｨｱ事業

＊ 研究成果普及のためのＨＰ作成、パンフレット作成等の実績及び今後の予定
・坂祝小ホームページにおいて年間指導計画公開及び公表会内容公開（予定）



◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 １４年度からの継続校∨

【学校規模】 ６学級以下 ７～１２学級
１３～１８学級 １９～２４学級∨
２５学級以上

【指導体制】 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導∨ ∨
一部教科担任制 その他∨

【研究教科】 国語 社会 算数 理科∨
生活 音楽 図画工作 家庭
体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 無∨
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